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有機ELなど、有機多層膜の各層の化学構造や積層構造に関する情報取得には、試料ダメージが小さい低
エネルギースパッタのアルゴンガスクラスターイオンビーム(Ar-GCIB：Argon-Gas Cluster Ion Beam）を用いた、
飛行時間型二次イオン質量分析(TOF-SIMS：Time Of Flight Secondary Ion Mass Spectrometry) が有効です。

本レポートでは、有機EL素子を対象試料とし、Ar-GCIBを用いたTOF-SIMS分析によって、①マススペクトル
分析で得られた有機物の化学構造を反映した分子イオンを指標としながら、②各物質の深さ方向の分布情報
を得ることにより、積層構造を解析した事例をご紹介いたします。
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11..概概要要

AArr--GGCCIIBB--TTOOFF--SSIIMMSSにによよるる有有機機多多層層膜膜のの分分析析
((有有機機EELLのの深深ささ方方向向分分析析事事例例))

44--11..ママススススペペククトトルル分分析析

図図３３．．有有機機EELL各各層層のの正正イイオオンンママススススペペククトトルル分分析析結結果果

■図３に示すように、マススペクトル分析では各層の有機物の化学構造を反映した分子イオンが検出できること
から、有機構造の分別が可能です。

33..試試料料情情報報
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図図２２．．有有機機EELL各各層層のの構構成成
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AArrガガススククララススタターーイイオオンンモモノノママーーイイオオンン

((AArr++、、OO22
++、、CCss++))

22..AArr--GGCCIIBBのの特特徴徴
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図図１１．．ススパパッッタタにによよるる試試料料ダダメメーージジ

https://www.nstec.nipponsteel.com/inquiry/inquiry01/input/
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44--22..深深ささ方方向向分分析析
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図図４４．．有有機機EELLのの深深ささ方方向向分分析析結結果果

AArr--GGCCIIBB--TTOOFF--SSIIMMSSにによよりり有有機機多多層層膜膜のの詳詳細細なな解解析析がが可可能能
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aa)) AArrモモノノママーーススパパッッタタ
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■深さ方向分析において、表面スパッタにa)通常のArモノマーとb)Ar-GCIBをそれぞれ用いて測定した結果を
図４に示します。Aｒモノマースパッタを用いた評価では、有機物は分解されて各層の評価ができませんでした
が、Ar-GCIBスパッタを用いた場合は、図３に示した化学構造を反映した分子イオンを指標として、有機ELの
積層構造評価を行えることが判ります。

AArr--GGCCIIBB--TTOOFF--SSIIMMSSにによよるる有有機機多多層層膜膜のの分分析析
～～有有機機EELLのの深深ささ方方向向分分析析事事例例～～
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